
 

 

 （仮称）練馬区ユニバーサルデザイン経路ガイドラインの作成について 

 

１ ガイドラインの目的 

公共施設を利用する区民や来街者が、駅を降りてから施設で目的を達成する

まで、安心・快適に行動できる環境を確保するため、必要な整備や取組の方針、

手順を定めます。 

建築物、公共交通施設、道路、公園などの整備者や管理者がガイドラインを

用いることで、連続性を意識した整備や管理ができることを目指します。 

 

２ ガイドラインの対象範囲 

建築物や道路などのハード整備に加えて、情報提供や声かけ、施設の維持管

理などのソフトの取組もガイドラインの範囲です。（別紙１参照） 

 

３ 事業のスケジュール（予定） 

28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

基礎調査等 

（別紙２） 
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４ 今年度の取組 

今後実施する、各地域の詳細調査、ワークショップ、ヒアリングなどの結

果をもとに、必要な考え方や要素を追加・整理していきます。 

 

（仮称）ユニバーサルデザイン経路を考えるワークショップの開催 

１ ７/２８（金）

10～16時 

様々な来庁者から区役所までの移

動経路、経路上の課題などを聴取 

来庁者 

（聞き取り調査） 

２ ８月下旬  ユニバーサルデザイン経路に求め

られる機能を考える 

障害者、高齢者、子育

て世代、外国人など 

３ ９月下旬 ユニバーサルデザイン経路の実現

に必要な取組を考える。 

第２回参加者と推進委

員（希望者） 

※日程が決まり次第ご案内を差し上げます。 

 

 

資 料 ３ 



                        別紙２ 

平成２８年度 現地調査（基礎調査）について（報告） 

 

●（仮称）ユニバーサルデザイン経路のあり方を検討するにあたり、区内の現況を調査し、今後の

検討課題の整理を行いました。 

●＜調査対象＞鉄道駅からおおむね500ｍ圏域（高齢者の徒歩圏）に主要公共施設が立地する地

区を中心に調査対象地区を抽出 

 

今後検討すべき課題の整理 

課題 例 

①沿道と一体となった歩

行空間（有効幅員）の確

保 

 

②視覚障害者用誘導ブロ

ックの連続性の確保 

 

③交差点の安全性の確保 

 

④わかりやすいサインの

改善（情報内容、配置な

ど） 

 

⑤沿道の施設への 

アクセスしやすさ 

 

⑥休憩施設の確保 

 

⑧主要公共施設（目的地）

の利便性の向上 

 

⑧さまざまな歩行者への

配慮 

 

 

 

 

民地の公開空地

と連続した歩道 

セットバック空間

の有効活用が望

まれる 

管理境界部で部

分的に点字ブロッ

クがつながってい

ない 

歩道から建物入

口まで連続敷設

された点字ブロ

ック 

歩車道の境界の

段差が解消され

た交差点 

音響・青延長信号が設置

された交差点 

駅前に配置された

総合案内サイン 

樹木に隠れてし

まっている誘導

サイン 

福祉のまちづくり整備

助成による出入口の

段差解消 

植栽帯の柵を 

活用した座面 

沿道の民地部分に

設置されたベンチ 

大型ベッド、オストメイト配慮設備等

が整備された多機能トイレ 

民地と歩道の

境界部に段差 

ベビーカー 子ども連れ 杖使用 車いす 手押し車 



 

［ガイドライン検討用 視点等の整理（たたき台）］ 

練馬区 
福祉のまちづくり 

推進条例 
配慮指針 ５つの原則 

経路の視点 検討のポイント 

公
平
性 

安全安心 
 
防災、防犯に配慮し、

安全かつ安心して利

用できるようにする 

［歩行空間］ 

歩きやすい 
動きやすい 
連続している 

歩行の状況が異なる人同士が 
ストレスなくすれ違える 

視覚障害者が安全に主要施設 
までの移動ができる 

交差点を安全に横断できる 

分かりやすさ 
 
施設の使い方は簡単

に、必要な情報は分

かりやすく伝える 

［情報・接遇］ 

わかりやすい 
見つけやすい 
迷わない 

駅から主要施設までの行き方で
迷わない 

誰
も
が
同
じ
よ
う
に
疎
外
感
を
感
じ
ず
に
利
用
で
き
、 

ま
た
複
数
の
利
用
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る 

身体への負担軽
減 
 

身体への負担が少な

く利用できるように

する 

 
快適性 
 
施設の性格や利用状

況等に応じてふさわ

しい機能や意匠を採

用し、快適に使える

ようにする 

［まち全体］ 

気持ちよい 

一体感がある 
疲れない 
楽しい 

管理境界をまたがる部分も、 
連続的に移動、利用できる 

移動の途中で疲れたらちょっと
腰かけることができる 

だれでも等しく、自由に移動、
利用できる 

まちの人たちに多様な人への理
解があり、気軽な声かけがある 

［施設］ 

使いやすい 

入りやすい 
迷わない 
快適である 

まちの拠点となる施設は入りや
すく、迷わず、使いやすい 

 

 


